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Special  Feature
Art ic le

特集

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

保
全
課

　

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
が
急
速
に
増
加

し
、
全
国
で
分
布
域
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
伴
い
農

林
水
産
業
は
も
と
よ
り
、
生
態
系
、
生
活
環
境

な
ど
に
深
刻
な
被
害
が
及
ん
で
お
り
、
林
業
に
お

い
て
は
植
栽
木
の
食
害
や
剥
皮
被
害
に
よ
る
生
産

コ
ス
ト
の
増
加
が
林
業
経
営
意
欲
の
減
退
を
招
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
害
等
に
よ
り
希
少
植
物
を
始
め
と

す
る
下
層
植
生
の
消
失
や
植
生
の
単
純
化
等
が
進

み
、
生
物
の
生
息
環
境
の
劣
化
に
よ
り
、
生
物
多

様
性
の
保
全
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
ほ

か
、
森
林
の
持
つ
国
土
保
全
機
能
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省
は
平
成

25
年
12
月
26
日
に
「
抜
本
的
な
鳥
獣

捕
獲
強
化
対
策
」
を
策
定
し
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
等
の
生
息
数
を
10
年
後(

平

成
35
年
度
）
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
と

い
っ
た
目
標
を
設
定
し
対
策
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

東
北
森
林
管
理
局
管
内
５
県
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
太
平
洋
側
の
岩
手

県
東
部
（
五
葉
山
、
早
池
峰
山
）
や
宮
城
県
牡

鹿
半
島
で
二
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
が
高
く
、
深

刻
な
農
林
業
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
地
域
で
は
、
二
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
が
低
い

状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
近
年
目
撃
情
報
が
増
加
し

つ
つ
あ
り
、
生
息
域
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
当
局
で
は
、
平
成
26
年
6
月
か
ら
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
有
識
者
か
ら
の
助
言
・
指
導
も
受
け

つ
つ
、
生
息
密
度
の
高
い
岩
手
県
及
び
宮
城
県
に

お
い
て
造
林
地
の
食
害
防
止
対
策
、
生
息
状
況
の

調
査
、
越
冬
地
の
把
握
、
各
種
協
議
会
や
講
習

会
等
へ
の
参
画
に
よ
る
情
報
収
集
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
シ
カ
捕
獲
対
策
と
し
て
、
囲
い
ワ
ナ
に

よ
る
誘
引
捕
獲
に
、
遠
野
支
署
で
は
平
成
27
年
度
、

三
陸
中
部
署
、
宮
城
北
部
署
で
は
平
成
28
年
度
か

ら
、
三
陸
北
部
署
に
お
い
て
は
平
成
30
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
遠
野
支
署
で
は
地
方
自
治
体
等
が
行

う
許
可
捕
獲
を
支
援
す
る
た
め
、
冬
期
の
林
道
除

雪
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
そ
の
路

線
数
を
２
路
線
か
ら
７
路
線
に
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
遠
野
市
等
と
ワ
ナ
貸
出
協
定
を
締
結
し
小
型

囲
い
ワ
ナ
の
貸
出
し
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
連
携

し
た
捕
獲
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度

の
捕
獲
実
績

は
、
平
成
29
年

度
の
捕
獲
数
15

頭
か
ら
１
１
５

頭
と
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
型
囲
い
ワ
ナ
に
よ
る
誘
引
捕
獲
に
加

え
、新
た
に
「
小
型
囲
い
ワ
ナ
」
と
「
く
く
り
ワ
ナ
」

を
導
入
し
設
置
数
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
①
委
託
事
業

に
よ
る
囲
い
ワ
ナ
及
び
く
く
り
ワ
ナ
の
捕
獲
実

施
（
三
陸
北
部
署
、
三
陸
中
部
署
、
遠
野
支
署
、

宮
城
北
部
署
）、
②
ワ
ナ
貸
出
協
定
締
結
の
促

進
（
三
陸
北
部
署
、
三
陸
中
部
署
、
遠
野
支
署
、

宮
城
北
部
署
）、
③
ク
マ
の
錯
誤
捕
獲
を
避
け
た

シ
カ
の
捕
獲
方
法
を
検
討
、
④
林
道
の
冬
期
除
雪

を
実
施
し
地
域
と
連
携
し
た
捕
獲
支
援
、（
三
陸

北
部
署
、
遠
野
支
署
）
⑤
早
池
峰
山
周
辺
森
林

生
態
系
地
域
の

高
山
植
物
を
二

ホ
ン
ジ
カ
の
食

害
か
ら
保
護
す

る
た
め
防
鹿
柵

の
設
置
（
三
陸

北
部
署
、
遠
野

支
署
）
な
ど
を

進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

くくりワナ

くくりワナによる捕獲

協定に基づき小型囲いワナを貸与

狩猟者支援のための林道除雪
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当
支
署
管
内
の
最
上
地
方
は
、
古

く
か
ら
林
業
生
産
活
動
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
り
、
国
有
林
で
は
収
穫
期
を

迎
え
つ
つ
あ
る
ス
ギ
人
工
林
が
多
い

で
す
。

　
当
支
署
で
は
、
開
か
れ
た
「
国
民

の
森
」
の
実
現
の
た
め
に
地
域
と
連

携
し
な
が
ら
森
林
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
の
取
組
の
一
端
を
紹
介

し
ま
す
。

　
管
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
と
参

加
を
通
じ
て
、
森
林
環
境
教
育
と
国

有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
①
真
室
川
町
観
光
物
産
協
会
主
催

の
「
真
室
川
梅
ま
つ
り
」
お
よ
び
山

形
県
林
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催

の
「
山
形
県
林
業
ま
つ
り
」
に
出
展

し
平
成
二
九
年
度
に
「
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
の
検
討
会
」
を
最
上
町
内
の
民
有

林
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
三
〇
年
度
に
は
「
労
働
災

害
防
止
意
見
交
換
会
」
を
国
有
林
野
内

の
生
産
・
造
林
の
事
業
箇
所
で
開
催

し
、
林
業
事
業
体
と
行
政
と
が
連
携
し

て
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
以
降
も
各
種
の
現
地
検
討
会
な

ど
を
実
施
し
、
新
し
い
技
術
・
安
全
意
識

な
ど
の
普
及
・
共
有
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
支
署
で
は
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
森
林
整
備
を
推
進
し
、
次
の

世
代
に
多
く
の
美
林
を
受
け
継
い
で
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
②
甑
山
探
究
会
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
「
塩
根
川
学
校
の
森
」
に
て
、
地

区
の
子
供
会
を
対
象
に
自
然
環
境
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
森

林
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
木

の
年
齢
を
数
え
た
り
、
木
工
教
室
や
森

の
中
で
の
ピ
ザ
作
り
な
ど
、
様
々
な
体

験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
ぶ
場

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
は
、
民
有
林
と
国
有
林
と
が
協
調

し
て
地
域
の
森
林
造
り
を
進
め
る
た
め

の
、
主
な
民
国
連
携
の
取
組
で
す
。

　
①
平
成
二
八
年
度
に
真
室
川
町
内
に

お
い
て
「
西
小
又
・
小
国
地
区
森
林
整

備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
年

二
回
の
運
営
協
議
会
で
は
意
見
交
換
や

調
整
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
林
道
の

新
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
路
網
の
整

備
に
伴
う
森
林
整
備
の
進
捗
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
　

　
②
現
地
検
討
会
に
つ
い
て
は
、
低
コ

ス
ト
化
の
民
有
林
等
へ
の
普
及
を
目
指

し
、
森
林
環
境
教
育
・
鳥
の
巣
箱
づ

く
り
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
有

林
の
仕
事
や
森
林
整
備
・
治
山
事
業
の

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
展
示

に
よ
る
説
明
を
行
い
、
地
域
住
民
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
森
林
生
態
系
の
保
全
や
木
材
利
用

の
重
要
性
な
ど
へ
の
理
解
の
醸
成
も
図

る
予
定
で
す
。

　
②
鮭
川
村
観
光
協
会
が
主
催
す
る

「
ま
ぼ
ろ
し
の
滝
・
与
蔵
の
森
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
」
に
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
、
樹
齢
一
七
〇
年
を
超
え
る

ブ
ナ
の
美
林
、
大
蛇
伝
説
が
残
る
「
与

蔵
沼
」
、
雄
大
な
「
ま
ぼ
ろ
し
の
滝
」

を
巡
り
ま
す
。
森
林
が
持
つ
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
森
林
に

関
す
る
知
識
や
情
報
を
共
有
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　                       

　

　
「
遊
々
の
森
」
の
協
定
締
結
箇
所
に

お
い
て
、
森
林
環
境
教
育
の
支
援
と
国

有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
と
川
の
学
校
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
「
し
ぐ
ら
み
の

里
」
に
て
、
協
定
相
手
方
と
最
上
町
か

ら
の
講
師
派
遣
要
請
を
受
け
、
中
学
生

の
林
業
体
験
と
し
て
間
伐
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
森
林
の
働
き
・
林
業
と
い
う

仕
事
・
安
全
作
業
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
後
、
職
員
に
よ
る
指
導
の
下
、

作
業
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、

伐
倒
時
の
迫
力
や
達
成
感
な
ど
普
段
味

わ
え
な
い
体
験
が
で
き
、
有
意
義
で

あ
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

真室川梅まつり  森林環境教育

しぐらみの里林業体験  間伐作業の指導

美しい森林づくり

労働災害防止意見交換会  生産事業地での巡回安全点検

地
域
と
共
に
歩
み
、
森
林
を
造
る

山
形
森
林
管
理
署
最
上
支
署
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継
げ
る
よ
う
神
主
さ
ん
が
神
事
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
と
し
て
当
署
長
も
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
参
加
者
は 

5
班
に
分
か
れ
て
作

業
に
入
り
ま
し
た
。

　

少
し
話
し
が
固
く
な
り
ま
す
が
…
、

国
連
で
は
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て
、
17
項
目
を
掲
げ
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
企
業
と
し
て
7
つ
の
項

目
を
優
先
的
に
取
り
組
む
「
環
境
・
社

会
課
題
」
と
し
て
定
め
、
そ
の
中
の
一

つ
と
し
て
「
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
」

に
対
す
る
取
組
を
あ
げ
て
お
り
、
育
樹

活
動
は
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

開
会
式
ま
で
は
曇
り
空
で
過
ご
し
や

す
か
っ
た
の
で
す
が
、
作
業
が
始
ま
る

頃
に
は
太
陽
が
顔
を
出
し
気
温
も
上

昇
、
参
加
者
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
下
刈
鎌
と
ノ
コ
ギ
リ
で
の
作

業
を
行
い
、
藪
だ
っ
た
箇

所
の
見
通
し
が
良
く
な
る

と
、
満
足
そ
う
な
笑
顔
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

当
署
の
職
員
も
参
加
者

の
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら

交
流
を
行
い
、
2
時
間
半

ほ
ど
で
作
業
は
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
サ
プ
ラ

　

7
月
6
日(

土)

、
津
軽
森
林
管
理

署 

相
馬
森
林
事
務
所
管
内
の 

遊
々
の

森 

「
な
ど
わ
の
郷
（
あ
な
た
と
私
の

郷
）」
で
、『
守
ろ
う
地
球
の
た
か
ら

も
の
』
を
合
い
言
葉
に
、育
樹
活
動
（
除

伐
、
つ
る
切
り
、
枝
お
ろ
し
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
が
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
員
に
呼

び
か
け
、
当
署
を
含
む
林
業
関

係
団
体
で
構
成
す
る
「
育
樹
連

絡
会
」
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
ブ
ナ
等
の
植

樹
活
動
を
行
い
、
２
０
１
３
年
か

ら
は
、
植
栽
し
た
苗
木
の
育
樹
活

動
を
行
っ
て
い
て
、
一
区
切
り
付

イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
「
わ
さ
お
」
も
登

場
、
参
加
者
か
ら
は
「
か
わ
い
い
」
と

の
声
が
あ
が
り
、
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
で

写
真
を
撮
影
し
、
作
業
の
疲
れ
も
癒
や

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
暗
門
周
辺
「
高
倉
森
」
で

の
登
山
も
行
っ
た
よ
う
で
、
二
日
に
わ

た
っ
て
白
神
山
地
周
辺
の
自
然
を
満
喫

さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
は
、

家
族
を
伴
っ
て
再
び
こ
の
地
を
訪
れ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　

遊
々
の
森
で
の

育
樹
活
動
に
つ
い
て

津
軽
森
林
管
理
署

い
た
今
年
が
こ
の
活
動
最
後
の
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

関
東
・
関
西
か
ら
グ
ル
ー
プ
会
社
の

社
員
が
約
３０
名
、
受
入
れ
側
は
、
当

署
や
津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
職
員
な
ど
林
業
関
係
団
体
（
育

樹
連
絡
会
）
か
ら
約
６０
名
で
、
９０
名
ほ

ど
が
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
先
立
ち
、
例
年
同
様
、
山

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
や
作
業
の
安

全
、
豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代
に
引
き

神事の様子

作業前の打合せ

作業の様子
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２
．
森
林
教
室
・
木
工
体
験
・
乗
馬
体
験

　

植
樹
後
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
森
林

教
室
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
今
回

は
森
林
散
策
を
兼
ね
た
ゲ
ー
ム
と
し
て

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
森
林
の
中
を
歩
き
回
り
、
植
物
を

観
察
し
た
り
、
鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
た

り
し
て
、
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
十
和
田
乗
馬
倶
楽

部
の
協
力
に
よ
り
、
希
望
者
は
木
工
体

験
や
乗
馬
体
験
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

6
月
9
日(
日)

、｢

第
19
回
ふ
れ

あ
い
の
森
植
樹
祭
」
と
題
し
て
、
青
森

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
主
催
に
よ
る

植
樹
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
て
計
１
４
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
八
甲
田
山
系
の
山
々

が
く
っ
き
り
と
見
渡
せ
る
好
天
に
恵
ま

れ
、
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

１
．
植
樹
活
動

　

十
和
田
市
奥
瀬
字
谷
地
国
有
林

１
１
９
林
班
内
ふ
れ
あ
い
の
森
協
定
箇

令
和
元
年
度

生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
植
樹
祭

三
八
上
北
森
林
管
理
署

所
に
お
い
て
、
当
署
職
員
の
指
導
の
下
、

ブ
ナ
の
苗
木
２
５
０
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
小
学
生
の
親
子
連
れ
か

ら
大
学
生
、
定
年
後
と
幅
広
い
年
代
が

集
ま
っ
て
お
り
、
慣
れ
な
い
ク
ワ
の
扱
い

や
し
ぶ
と
い
笹
の
根
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、

一
生
懸
命
に
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

植樹方法の説明

仲良く探索中

よーく観察してみよう 木工体験

植樹に励む皆さん
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mini
column

　かつての三沢海岸は砂浜からクロマツの防風
林が広がり、海浜植物が多く見られる海岸でし
た。東日本震災以降は津波のダメージや砂浜の
減少で少なくなりましたが、時間経過とともに
隙間を埋めるように再生力を発揮しいる海浜の
植物を紹介します。
　ハマエンドウは、砂浜に生え楕円形の小葉を
持ち羽状複葉で、紫で蝶型の花が特徴。エンドウ
マメのような5cm程の莢が付く。コウボウムギ
は、海岸線の近くまで生え飛砂に強く、細い葉と
筆のような穂が特徴。名の由来は、麦のよう穂を
弘法大師の筆に見立てた。ハマニガナはジシバ
リに似て這うように生育し、飛砂に強く黄色の
舌状花が特徴。別名ハマイチョウともいい葉の
形が由来。ハマボウフウは1時間歩いてようやく
見つけた１株で、セリ科で癖のある若葉の天ぷ
らや、根を薬用とする。近年は砂浜の減少で全国
的に絶滅の危機にある。ドクウツギは、河川敷や
山野にも生え、赤い実が特徴。子供の誤食による

死亡事故もあり気をつけたい植物。防風柵の中
でちゃっかり再生していました。クコは海岸に
は珍しくテトラポットの隙間で生育していまし
た。つる性の樹木でトゲ状の小枝があり、紫の5
弁の花と熟すと食べられる赤い実が特徴。                                                                   
　砂漠や極地と違い、降水量の豊富な日本は、岩
や崖など特殊な地形や乾燥地以外で植物が見ら
れる緑豊かな国です。しかし、震災で砂に埋もれ
たり、種を流されたりした植物たちが、防風柵や
テトラの隙間、防潮堤の砂丘等を利用し、過酷な
隙間を埋め、新たなチャンスを見いだしていま
す。夏休みには海浜植物のそんな逞しさを見つ
めるのも一興ですね。

さや

⑥♂の婚姻色（37cm）ハマエンドウ ハマ二ガナ ドクウツギ

コウボウムギ ハマボウフウ クコ

三沢海岸の植物
̶ハマエンドウ、コウボウムギ、ハマニガナ、ハマボウフウ、ドクウツギ、クコ̶

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨

　
こ
れ
ま
で
農
業
教
育
に
携
わ
り
、農
業
生
産
は

も
と
よ
り
地
球
環
境
、農
業
の
役
割
等
に
触
れ
自

然
の
驚
異
、
国
土
保
全
の
必
要
性
や
大
切
さ
、
豊

か
な
水
を
育
む
森
林
の
大
切
さ
を
教
え
て
き
た

が
、
私
の
近
隣
に
国
有
林
が
な
い
こ
と
か
ら
、

ま
っ
た
く
国
有
林
に
つ
い
て
の
知
識
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
。

　
今
回
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
機
会
を
得
、
目
か

ら
鱗
が
落
ち
る
状
態
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
常

識
・
知
識
の
な
さ
に
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。定
期
的

に
送
付
さ
れ
る
林
野
庁
情
報
誌「
林
野
」、東
北
森

林
管
理
局
「
み
ど
り
の
東
北
」
ま
た
そ
の
都
度
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
、さ
ら
に
は
素
人
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
専
門
用
語
の
質
問
ま
で
あ
り
、親

切
な
情
報
提
供
に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ

る
。そ
の
こ
と
も
あ
り
森
林
や
国
有
林
に
対
し
て

の
理
解
度
は
高
ま
っ
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
る
。

　
国
有
林
に
対
す
る
理
解
度
を
深
化
さ
せ
た
の

は
、
や
は
り
現
地
見
学
会
で
あ
る
。
上
空
か
ら
ド

ロ
ー
ン
で
拝
見
で
き
た
治
山
治
水
ダ
ム
は
、自
然

環
境
に
配
慮
し
て
お
り
、ま
さ
に
国
土
保
全
の
最

と
し
て
は
じ
め
た
。孫
に
バ
ケ
ツ
稲
を
栽
培
さ
せ

種
ま
き
・
移
植
、昔
な
が
ら
の
脱
穀
ま
で
体
験
さ

せ
た
り
、
家
庭
菜
園
は
多
数
の
野
菜
を
栽
培
し
、

孫
か
ら
の
要
望
で
ハ
ウ
ス
内
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ト

ン
ネ
ル
を
作
っ
た
ら
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。こ
の

よ
う
に
、
自
然
環
境
の
恩
恵
を
実
感
し
な
が
ら

日
々
の
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
。そ
の
傍

ら
、農
業
教
員
育
成
と
農
業
大
学
校
の
講
義
を
担

当
し
て
い
る
が
、こ
れ
か
ら
は
機
に
ふ
れ
国
有
林

に
つ
い
て
い
く
ら
か
で
も
触
れ
て
い
き
た
い
も
の

だ
。将
来
の
国
土
保
全
・
森
林
環
境
に
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
。

前
線
を
担
っ
て
い
る
と
感
じ
改
め
て
治
山
ダ
ム
の

役
割
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。昨
今
の
自
然
災
害

に
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
現
実
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
道
に
計
画
実
行
し
て
い
く
こ
そ
が

真
の
国
土
保
全
・
自
然
保
護
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
林
業
の
生

産
現
場
で
は
、国
産
の
林
材
の
安
定
供
給
や
林
業

の
最
新
高
性
能
林
業
機
械
導
入
に
よ
る
低
コ
ス
ト

化
取
り
組
み
等
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
が
見
ら

れ
、国
内
林
材
の
供
給
バ
ラ
ン
ス
を
担
っ
て
い
る

こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。野
生
動
物
に
よ
る

林
業
被
害
状
況
や
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
育
林
の
た
め
の
取

り
組
み
で
は
コ
ン
テ
ナ
苗
技
術
に
よ
り
植
栽
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
等
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
方
法
が

見
ら
れ
、な
に
か
未
来
が
明
る
く
見
え
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
低
コ
ス
ト
化
を
図

り
、
民
間
の
育
林
に
も
供
給
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

林
業
経
営
に
必
ず
や
役
立
っ
て
い
く
も
の
と
確

信
し
た
。

　
現
在
、私
は
退
職
し
家
業
で
あ
る
農
業
を
趣
味

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
雑
感

〜
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
見
学
会
に
参
加
し
て
〜

国有林モニターからの便り①

青
森
県

　斗
沢

　一雄
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携
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あ
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行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ツ
の
幹
に
直
径
約
１

cm
、
深
さ
５
mm
ほ
ど
の
穴
を
空
け
、
２
時
間

ほ
ど
経
過
し
た
ら
ヤ
ニ
の
量
を
観
察
し
ま

す
。
元
気
の
良
い
マ
ツ
は
ヤ
ニ
が
溢
れ
出

て
い
ま
す
が
、
元
気
の
無
い
マ
ツ
は
少
し

に
じ
む
程
度
か
出
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
は
疑
い
木
と
い
う
こ
と
で
、木
片
を
採
取
し

研
究
機
関
へ
鑑
定
を
依
頼
し
ま
す
。
昨
年
は
、
以

前
被
害
が
あ
っ
た
箇
所
周
辺
を
約
３
０
０
本
調

査
し
、
疑
わ
し
い
マ
ツ
が
２０
本
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
鑑
定
結
果
は
陰
性
と
い
う
こ
と
で
、ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が

拡
大
し
て
お
り
、当
森
林
事
務
所
管
内
に
も
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
管
内
の
巡
視
、ヤ
ニ
打
ち
調
査
等
を
行
っ
て
い

る
と
一
日
の
業
務
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
夕

方
に
な
り
ま
す
が
、こ
こ
深
浦
町
は
夕
日
が
美
し

い
町
と
し
て
有
名
で
す
。③
日
の
入
り
時
刻
と
な

れ
ば
、撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
は
た
く
さ
ん
の
人
達
が

夕
日
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
て
、な
か
に
は
動
画

を
撮
影
す
る
人
も
い
ま
す
。

　
海
・
山
ど
ち
ら
も
楽
し
め
る
深
浦
町
へ
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。枯
れ
た
木

を
見
つ
け
た
ら
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
私
が
勤
務
す
る
深
浦
森
林
事
務
所
は
、

青
森
県
西
部
深
浦
町
の
中
心
部
に
あ
る
森

林
事
務
所
で
、
白
神
山
地
か
ら
日
本
海
へ

注
ぐ
追
良
瀬
川
を
管
内
に
持
ち
、
約
１
１
、

８
０
０
ha
の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
て
、

日
本
海
に
近
い
場
所
は
主
に
ス
ギ
人
工
林

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
標
高
が
上
が
る
に

つ
れ
て
ブ
ナ
等
の
天
然
林
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
が
相

次
い
で
お
り
、
増
加
す
れ
ば
森
林
被
害
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
津
軽
白
神

森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
が
当
森
林
事

務
所
管
内
に
「
小
型
囲
い
わ
な
」
を
設
置
し

被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
林
で
は
、

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
（
森
林
病
害
虫
被

害
）
の
最
北
端
と
な
っ
て
お
り
、
松
く
い
虫

被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
日
々
林
野
巡

視
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
森
県
か
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
探
査
を
し
た
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に

こ
の
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
だ
も
の
を
持
ち

歩
き
な
が
ら
巡
視
を
し
て
い
ま
す
。
私
も

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
同
乗
で
き
る
機
会
が

あ
っ
た
ら
乗
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）①
で
の
探
査
も

有
効
と
考
え
、
以
前
に
被
害
が
あ
っ
た
箇

所
周
辺
を
飛
行
さ
せ
画
像
を
解
析
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
木
を
発
見
し
て
か
ら
駆
除
す
る
の

で
は
被
害
の
拡
大
防
止
に
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
虫
が
入
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
マ

ツ
を
探
し
出
す
「
ヤ
ニ
打
ち
調
査
」②
も

STOP THE 松くい虫
津軽森林管理署　深浦森林事務所　首席森林官　阿部　隆雄
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森林官からの手紙
　
国
有
林
っ
て
名
前
は
聞
く
け
ど
、
実
際
に
イ

メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
・・・・
昔
学
校
で
使
っ
て

い
た
地
図
帳
に
も
載
っ
て
い
た
気
が
す
る
け
ど
、

読
ん
で
字
の
ご
と
く
「
国
が
保
有
す
る
林
」
と
い

う
事
し
か
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
山
形
の
庄
内
地
方
に
移
り
住
ん
で
３
年
、知
り

い
っ
た
里
山
の
話
が
多
く
、広
大
な
土
地
を
持
つ

国
有
林
の
管
理
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
？
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
内
に
毎
月

届
く
冊
子
や
資
料
を
読
み
、
毎
年
行
く
蔵
王
ス

キ
ー
場
や
月
山
ス
キ
ー
場
が
国
有
林
の
中
の
屋
外

ス
ポ
ー
ツ
林
の
一
つ
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
場

所
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。ス
キ
ー
場
な

ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
目
に
つ
き

や
す
い
国
有
林
も
あ
れ
ば
、山
奥
の
沢
の
治
山
事

業
の
様
に
普
段
目
に
付
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
我
々

の
生
活
を
守
る
働
き
を
し
て
い
る
山
も
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。狩
猟
を
し
て
い
る
立
場
だ
と
鹿

や
猪
の
生
息
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
は
普
段
か
ら

話
に
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、山
の
被
害
の

実
情
と
、防
衛
最
前
線
の
取
り
組
み
を
見
学
出
来

た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、今
ま
で
以
上
に
山
の
持
つ
機
能
や
人
が
行
う

べ
き
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
国
有
林
の
機
能
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
私
自
身
が
普
段
か
ら
ど
の
よ
う
に
森
と
関

わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

合
い
の
紹
介
も
あ
り
狩
猟
を
始
め
、
山
や
森
と

い
っ
た
自
然
を
身
近
に
感
じ
て
来
る
様
に
な
り
ま

し
た
が
、さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
い
と
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募

集
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
す
る
ま
で
、私
に
と
っ
て
山

も
森
も
ど
れ
が
国
有
林
で
ど
れ
が
私
有
林
な
の
か

区
別
も
つ
か
ず
、管
理
者
が
違
う
以
外
ど
の
様
な

違
い
が
あ
る
の
か
理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
鶴
岡
に
あ
る
温
泉
地
と
し
て
も
有
名
な
湯
田
川

は
「
孟
宗
筍
」
が
有
名
で
あ
り
、
町
の
近
く
に
は

竹
林
が
多
く
あ
り
ま
す
。年
に
何
度
か
人
が
手
を

入
れ
な
い
と
筍
の
出
る
良
い
竹
林
を
維
持
す
る
こ

と
は
難
し
い
そ
う
で
す
。私
有
林
で
あ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
人
が
持
つ
林
は
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
が
さ
れ
て

お
り
、
管
理
の
良
い
林
も
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
理

由
で
管
理
が
行
き
届
き
に
く
く
な
る
林
も
あ
る
よ

う
で
す
。私
も
実
際
に
春
の
手
入
れ
時
期
に
手
伝

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は
そ
れ
は

大
変
手
間
の
掛
か
る
作
業
で
し
た
。

　
私
が
知
っ
て
い
る
山
の
管
理
と
い
う
の
は
こ
う

国
有
林
っ
て
名
前
は
聞
く
け
ど
・・・・

山
形
県

　大
利

　麟
太
郎

国有林モニターからの便り②
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行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ツ
の
幹
に
直
径
約
１

cm
、
深
さ
５
mm
ほ
ど
の
穴
を
空
け
、
２
時
間

ほ
ど
経
過
し
た
ら
ヤ
ニ
の
量
を
観
察
し
ま

す
。
元
気
の
良
い
マ
ツ
は
ヤ
ニ
が
溢
れ
出

て
い
ま
す
が
、
元
気
の
無
い
マ
ツ
は
少
し

に
じ
む
程
度
か
出
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
は
疑
い
木
と
い
う
こ
と
で
、木
片
を
採
取
し

研
究
機
関
へ
鑑
定
を
依
頼
し
ま
す
。
昨
年
は
、
以

前
被
害
が
あ
っ
た
箇
所
周
辺
を
約
３
０
０
本
調

査
し
、
疑
わ
し
い
マ
ツ
が
２０
本
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
鑑
定
結
果
は
陰
性
と
い
う
こ
と
で
、ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が

拡
大
し
て
お
り
、当
森
林
事
務
所
管
内
に
も
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
管
内
の
巡
視
、ヤ
ニ
打
ち
調
査
等
を
行
っ
て
い

る
と
一
日
の
業
務
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
夕

方
に
な
り
ま
す
が
、こ
こ
深
浦
町
は
夕
日
が
美
し

い
町
と
し
て
有
名
で
す
。③
日
の
入
り
時
刻
と
な

れ
ば
、撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
は
た
く
さ
ん
の
人
達
が

夕
日
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
て
、な
か
に
は
動
画

を
撮
影
す
る
人
も
い
ま
す
。

　
海
・
山
ど
ち
ら
も
楽
し
め
る
深
浦
町
へ
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。枯
れ
た
木

を
見
つ
け
た
ら
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
私
が
勤
務
す
る
深
浦
森
林
事
務
所
は
、

青
森
県
西
部
深
浦
町
の
中
心
部
に
あ
る
森

林
事
務
所
で
、
白
神
山
地
か
ら
日
本
海
へ

注
ぐ
追
良
瀬
川
を
管
内
に
持
ち
、
約
１
１
、

８
０
０
ha
の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
て
、

日
本
海
に
近
い
場
所
は
主
に
ス
ギ
人
工
林

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
標
高
が
上
が
る
に

つ
れ
て
ブ
ナ
等
の
天
然
林
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
が
相

次
い
で
お
り
、
増
加
す
れ
ば
森
林
被
害
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
津
軽
白
神

森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
が
当
森
林
事

務
所
管
内
に
「
小
型
囲
い
わ
な
」
を
設
置
し

被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
林
で
は
、

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
（
森
林
病
害
虫
被

害
）
の
最
北
端
と
な
っ
て
お
り
、
松
く
い
虫

被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
日
々
林
野
巡

視
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
森
県
か
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
探
査
を
し
た
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
に

こ
の
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
だ
も
の
を
持
ち

歩
き
な
が
ら
巡
視
を
し
て
い
ま
す
。
私
も

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
同
乗
で
き
る
機
会
が

あ
っ
た
ら
乗
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）①
で
の
探
査
も

有
効
と
考
え
、
以
前
に
被
害
が
あ
っ
た
箇

所
周
辺
を
飛
行
さ
せ
画
像
を
解
析
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
木
を
発
見
し
て
か
ら
駆
除
す
る
の

で
は
被
害
の
拡
大
防
止
に
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
虫
が
入
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
マ

ツ
を
探
し
出
す
「
ヤ
ニ
打
ち
調
査
」②
も

STOP THE 松くい虫
津軽森林管理署　深浦森林事務所　首席森林官　阿部　隆雄
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新緑の登山道 升沢コースの鳥居三光宮の石碑

三光宮からの展望

我
が
署
の
名
所

宮
城
県
加
美
郡
加
美
町
・
加
美
郡
色
麻
町
・
黒
川
郡
大
和
町｠

宮
城
北
部
森
林
管
理
署
管
内｠

船
形
山

　
船
形
山
（
標
高
一
五
〇
〇
ｍ
）
は
宮
城
県
と
山
形
県
の
県
境
に
位
置

し
、
付
近
の
白
髪
岳
や
蛇
ヶ
岳
、
泉
ヶ
岳
、
薬
萊
山
な
ど
の
多
く
の

山
々
と
船
形
連
峰
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
の
巨
木
を
は
じ
め
、

様
々
な
植
生
や
地
形
を
有
す
る
船
形
連
峰
は
両
県
の
県
立
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
、
そ
の
景
観
は
昔
か
ら
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
二
百
名
山
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
船
形
連
峰
の
主
峰
で
あ
る
船
形
山
に
は
二
つ
の
名
前
が
あ
り
、
宮
城

県
で
は
船
形
山
、
山
形
県
で
は
御
所
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
山
の
形

が
船
に
見
え
る
か
ら
、
山
の
神
に
ま
つ
わ
る
神
話
に
船
が
登
場
す
る
か

ら…
…

、
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
来
は
様
々
で
す
。

　
こ
こ
で
は
船
形
山
の
登
山
情
報
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
宮
城
県
側
か
ら
の
主
な
登
山
ル
ー
ト
は
、
黒
川
郡
大
和
町
の
旗
坂

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
出
発
す
る
升
沢
コ
ー
ス
、
加
美
郡
色
麻
町
の
大
滝

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
出
発
す
る
小
栗
山
コ
ー
ス
、
加
美
郡
加
美
町
か
ら
出

発
す
る
夕
日
沢
コ
ー
ス
の
三
つ
で
す
。

　
升
沢
コ
ー
ス
は
、
頂
上
ま
で
約
四
時
間
と
三
つ
の
中
で
最
も
長
い

コ
ー
ス
で
す
。
登
山
口
と
山
頂
で
一
〇
〇
〇
ｍ
近
く
の
標
高
差
が
あ
る

た
め
、
ブ
ナ
の
森
、
草
原
、
稜
線
と
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
途
中
に

あ
る
三
光
宮
に
は
、
太
陽
、
月
、
星
の
三
つ
の
光
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ

り
、
船
形
山
頂
上
を
含
め
た
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
栗
山
コ
ー
ス
は
、
頂
上
ま
で
約
一
時
間
半
と
短
く
、
気
軽
に
登
る

こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
他
二
コ
ー
ス
の
中
間
に
位
置
し
、
途
中

か
ら
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
に
合
流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
登
山
口
の

手
前
で
は
落
差
約
四
〇
ｍ
の
色
麻
大
滝
を
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
夕
日
沢
コ
ー
ス
は
、
頂
上
ま
で
約
二
時
間
の
コ
ー
ス
で
、
鏡
ヶ
池
と

い
う
美
し
い
池
が
見
ら
れ
ま
す
。
途
中
で
少
し
寄
り
道
を
す
れ
ば
前
船

形
山
へ
登
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
残
念
な
が
ら
、
船
形
山
登
山
口
へ
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
升
沢
コ
ー
ス
以
外
は
登
山
口
ま

で
未
舗
装
の
林
道
を
走
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
越
し
の
際

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
船
形
山
に
は
ブ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
天
然
林
が
広
く
分
布
し
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
す
る
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
新
緑
、
紅
葉
な
ど
季
節
を
実

感
し
な
が
ら
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

the Noted Place of My Jurisdiction

457

4


